
第９次東広島市高齢者福祉計画・第８期東広島市介護保険事業計画
（地域包括ケア計画）

２．高齢者を取り巻く状況

高齢者福祉計画は、65歳以上のすべての高齢者を対象とした生きがいづくりや日常生活支援、福
祉水準の向上など、高齢者に係る事業全般を対象とする計画であり、介護保険事業計画は、要介護認
定者等ができる限り住み慣れた家庭や地域において、自立した生活を送れるよう、必要となるサービ
スに関する整備目標等をとりまとめたものです。
計画の期間は、令和３年度（2021年度）から令和５年度（2023年度）までの３年間です。

本市の高齢者人口は増加傾向にあり、令和元年には45,000人を上回っています。令和７年には、
高齢化率が25％を超え、令和22年には約30％になると見込まれます。また、後期高齢者数が増加し
ており、令和４年に後期高齢者数が前期高齢者数を上回るものと見込まれます。

要介護（要支援）認定者数は、一貫して増加す
る見込みです。認定率も増加が続き、令和17年
には、20％を超える見込みです。

１．計画の趣旨

（人）
60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

45,192 45,801 46,264 46,689 47,072 47,764
54,259

令和
元年

令和
2年

令和
3年

■前期高齢者 ■後期高齢者

令和
4年

令和
5年

令和
7年

令和
22年

23,173 23,298 23,427 22,538 21,727 20,185 25,233

22,019 22,503 22,837 24,151 25,345 27,579
29,036

（%）
16

15

14

13

12

11

0
令和
元年

令和
2年

令和
3年
前期高齢者 後期高齢者

令和
4年

令和
5年

令和
7年

令和
22年

11.7 11.9 12.1 11.9
11.5

10.6

13.9

12.3 12.3 12.4
12.8

13.4

14.5
16.0

■要介護5■要介護4■要介護3
■要介護2■要介護1■要支援2■要支援1

16.6 17.016.3

（人）
16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（%）
25

20

15

10

5

0
令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
7年

令和
12年

令和
17年

令和
22年

1,257 1,292 1,332 1,372 1,436 1,660 1,768 1,720
779 798 825 845 881 995 1,088 1,103
1,880 1,932 1,988 2,057 2,149 2,442 2,672 2,7191,029 1,059 1,096 1,127 1,175

1,331 1,479 1,535
872 898 926 954 989

1,126
1,264 1,319

831 854 887 908 948
1,063

1,201 1,281

804 826 854 876 909
1,026

1,156 1,219

認定率

17.3 17.8
19.5

20.8 20.1

7,452 7,659 7,918 8,139 8,487
9,643

10,628 10,896

高齢者人口

要介護（要支援）認定者数の推移
第１号被保険者中の認知症高齢者（認知症高齢
者の日常生活自立度Ⅱ以上の高齢者）を年齢階
層別に出現率をみると、85歳を超えると出現率
が高くなっています。

※認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ：日常生活に支障を来
たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られ
ても、誰かが注意していれば自立できる状態

認知症高齢者の出現率

概要版元気 いきいき 輝き プラン
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基本施策

４．施策の展開
基本施策 ① 介護予防・健康づくり

●高齢者のフレイル状態や健康リスクを把握した上で、適切な介護予防サービスや医療サービス等
につなげます。
●介護予防や認知症予防につながる社会参加活動、健診受診に対
して元気輝きポイントを付与することにより、受診勧奨や介護予
防等活動への参加促進に取り組みます。

（１）健康の維持（セルフケア）

●高齢者が抱えるリスクの地域性に合わせて、通いの場等で社会参
加・運動・口腔機能・栄養・睡眠・認知症予防などの教室の開催や健康相談を推進します。
●フレイル予防の拠点を設け、専門的かつ高度な知見からのフレイル改善プログラムの紹介や保健
指導を行います。

（２）高齢者のフレイル予防（生活機能の改善）

基本施策 ② 在宅生活を支える地域づくり

●歩いて通える範囲に集う場が無い地域への設置の働きかけや、参加のための移動手段の確保、
担い手不足が生じている地域への担い手づくりの支援を行います。
●大学等との連携により、フレイルチェック等のデータを分析する等、取組みの効果を検証しなが
ら効果的な介護予防の支援に取り組みます。

（１）社会参加の促進（地域の受け皿づくり）

●生活支援コーディネーターを配置し、それぞれの地域が抱える課
題やニーズの把握に努め、地域に応じた生活支援等を提供でき
るよう取り組みます。
●元気輝きポイント制度により、地域における日常生活の支え合い・
見守り活動等の創出を図ります。

（２）インフォーマルな支え合いの促進

●高齢者が地域で安心して暮らせるよう、民生委員児童委員、見守りサポーター、地域包括支援セ
ンター等との連携により、高齢者等の見守り支援を進めます。

（３）見守り支援体制の構築

●認知症について正しく理解して、必要に応じて支援していけるように、認知症サポーター養成講
座や出前講座を行い、認知症の正しい知識の啓発を行います。

（４）認知症の理解促進と支え合いづくり

●支援を必要とした際に円滑に利用できるよう、介護保険制度や介護サービスに関する情報提供
を充実させ、家族介護者の介護に関する理解を促進します。
●仕事と介護を両立するために活用できる支援制度等の周知・普及を図ります。

（５）高齢者を支える家族の支援

３．計画の基本的な考え方

計画の目指す姿 計画の基本目標
地域共生社会の中で、すべての高
齢者が地域において、共に生き
る喜びを感じ、いきいきとこころ
豊かに暮らすことのできるまち

住み慣れた地域で自立した生活
が継続できる地域包括ケアシス
テムの推進

❶ 介護予防・健康づくり
❷ 在宅生活を支える地域づくり
❸ 自立支援につながる体制づくり
❹ 介護保険制度の円滑な運営

（主なもの）



基本施策 ③ 自立支援につながる体制づくり

●通所型短期集中予防サービスを整備し、早期に運動機能の改善を行うことで、効果的な介護予
防に取り組みます。
●地域ケア会議の運営により自立支援に向けたケアマネジメント力の強化を図るとともに、地域課
題を把握し、解決に向けた検討を行います。

（１）自立につながる介護予防の強化

●社会福祉法人等既存の社会資源と連携しながら各圏域に地域包括支援センターを設置し、身近
な場所での総合相談対応等を行います。
●市直営による基幹型地域包括支援センターにおいて各圏域の地域包括支援センターの統括・総
合調整を行うとともに、公正かつ中立なサービス提供に関するチェック機能により、本市の地域
包括支援センター機能の強化を図ります。

（２）地域包括支援センターの機能強化

●認知症の人本人の意見を取り入れて、本人・家族と認知症サ
ポーターなど、地域を繋ぐ仕組みを整備します。
●オレンジ交流会や圏域版オレンジ会を行い、認知症支援の関係
者が集い、認知症の方と家族への様々な支援について共に考
え、活動する仕組みを継続します。

（３）認知症の専門的支援の推進

●多様な事業主体により、家事援助、外出支援、配食、見守りをはじめ、生活全般を支えるサービス
提供ができるよう支援します。

（４）自立した在宅生活の支援

●終末期における状態の急変等に備え、医療・介護従事者間で連携した対応を円滑に行うため、
ICTを活用した情報共有ツールの活用を促進します。

（５）在宅生活での医療と介護の連携 

基本施策 ④ 介護保険制度の円滑な運営

●高齢者人口の動向や地域におけるサービス利用の特性を踏まえ、居宅・地域密着型・施設サー
ビスそれぞれのニーズを把握し、必要な量の確保に努めます。

（１）介護サービスの充実

●認定調査員全体の資質向上を図ることにより、認定調査の平準化・適正化に努めます。
●介護支援専門員の質の向上に向けた取組みを進めます。

（２）質の向上・介護給付適正化の取組みの推進

●介護サポーターとして介護事業所等で働く場を確保し、元気な高齢者の参入を進め、介護職が
本来の介護業務に専念できる職場環境の整備を支援します。
●大学や高校、市内事業所との連携強化に取り組むとともに、学生や保護者、教職員等に対する介
護や介護の仕事の理解促進を図ることにより、福祉・介護人材の育成及び市内への就労促進を
図ります。
●介護職員の負担軽減へ向けて、事業所等への介護ロボットやICT導入を推進します。

（３）介護人材の確保・育成
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５．日常生活圏域の現状と今後の方向性 
日常生活圏域によって人口や高齢化率が大きく異なり、高齢者のライフスタイルや地域とのつながり等の

状況も様々です。地域の実情に応じて医療福祉専門職のネットワークや大学・企業・店舗等の地域資源を活
用し、地域での見守りや支え合い活動の活性化や他地域への波及および担い手づくり等を進めます。

※認知症高齢者数とは…認知症自立度Ⅱ以上の人数

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

6,620人
2,741人
（41.4％）

17.1％

297人

人口
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高齢者人口
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45,661人
6,846人
（15.0％）

16.1％

670人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

2,326人
968人

（41.6％）

23.0％

137人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

3,131人
1,507人
（48.1％）

23.9％

217人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

5,606人
2,379人
（42.4％）

23.0％

326人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

29,417人
6,978人
（23.7％）

14.0％

556人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

33,925人
5,164人
（15.2％）

16.6％

519人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

22,338人
7,069人
（31.6％）

14.4％

583人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

30,120人
7,849人
（26.1％）

13.9％

647人

人口

認知症
高齢者数

高齢者人口
（高齢化率）
要支援・
要介護認定率

9,321人
3,975人
（42.6％）

19.5％

533人

※西条北：

　西条南：

朝日町・大坪町・岡町・上市町・御条町・栄町・昭和町・西本町・
本町・西条・西条東・下見・寺家・西条東北町・末広町・助実・
土与丸・吉行
御薗宇・鏡山・西条中央・馬木・大沢・上三永・下三永・三永・
郷曽・田口・福本・森近・西大沢


